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の
エ
ン
ブ
レ
ム
問
題
、
ま
だ
よ
く

わ
か
ら
な
い
で
す
。
２
０
２
０
年

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
舞
台
設
計
か
ら

な
ん
だ
か
ケ
チ
が
続
い
て
い
て
大

変
で
す
ね
。
先
般
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
前
日
ま
で
の
悪
天
候
が

当
日
一
転
青
空
に
な
っ
た
ん
で
す

が
…

　

そ
れ
よ
り
前
の
問
題
、
こ
の
５

連
休
、
皆
様
ち
ゃ
ん
と
も
う
計
画

済
？
私
は
カ
レ
ン
ダ
ー
を
め
く
っ

て
始
め
て
知
っ
た
次
第
。
現
在
で

は
最
大
の
レ
ッ
ツ
か
も
知
れ
な

い
。
こ
れ
も
小
泉
さ
ん
の
置
き
土

産
？

　

も
う
一
つ
、
こ
れ
も
私
の
不
勉

強
で
し
ょ
う
が
、
連
日
紙
面
画
面

を
賑
わ
せ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
、
プ

ロ
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
ま
で
は
な
ん

と
か
な
る
が
そ
の
他
は
…
タ
イ

ガ
ー
ス
優
勝
で
き
る
の
か
な
？
９

月
も
う
一
つ
の
行
事
は
敬
老
の
日

が
あ
り
ま
し
た
。（

９
日
重
陽
の
日
）

兵
庫
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医
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台
風
18
号
な
に
ご
と

も
な
く
よ
か
っ
た
で
す

ね
。
淡
路
島
は
西
は
四

国
山
脈
、
東
は
紀
州
の

山
に
守
ら
れ
て
…
そ
れ

で
も
先
日
の
Ｔ
Ｖ
画
面

で
の
南
あ
わ
じ
市
の
竜
巻
の
映
像

を
見
て
い
る
だ
け
に
…
た
だ
し
あ

の
竜
巻
も
、
南
あ
わ
じ
市
か
ら
お

い
で
に
な
っ
た
４
人
の
患
者
さ
ん

全
員
全
く
ご
存
じ
な
く
、
淡
路
島

も
広
い
ん
だ
な
あ
と
思
っ
た
り
も

し
て
…

　

さ
て
レ
ッ
ツ
、10
月
に
入
れ
ば
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
が
来
る
わ

け
で
す
ね
。
メ
カ
に
そ
し
て
片
仮

名
文
字
に
弱
い
私
、
心
配
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
痴
呆
老
人
・
小

学
生
・
赤
ん
坊
は
い
つ
ま
で
に
、

産
科
医
と
関
係
あ
る
の
、
保
管
方

法
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
、

一
回
の
説
明
で
は
？
一
方
そ
れ
ら

の
質
問
に
十
分
こ
た
え
ら
れ
る
人

い
る
の
か
？
先
日
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

Let's…

１

　８月 29 日、「『安保法制関連法案』＆『特定秘密保護法』反対兵庫パレード」（主

催：兵庫県弁護士会）が県下４カ所で開催された。神戸会場に小出昌伸淡路支部幹

事が家族とともに参加 ( 写真手前中央 )、三宮をパレードし市民にアピールした。

「安保法案反対」の声力強く
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２

　

８
月
22
日
洲
本
市
健
康
福
祉

館
で
、
淡
路
で
２
回
目
と
な
る

歯
科
社
保
・
審
査
、
指
導
対
策

淡
路
歯
科
会
員
懇
談
会
が
13
人

の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。
は
じ

め
に
、
高
田
裕
淡
路
支
部
長
が

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
構

築
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
今
、

口
腔
ケ
ア
の
大
切
さ
、
医
科
・

歯
科
の
連
携
が
必
要
と
挨
拶
さ

れ
た
。

　

続
い
て
、
歯
科
部
会
の
谷
端

美
香
先
生
が
、「
電
子
請
求
義

務
化
後
の
審
査
強
化
と
Ｐ
治
療

の
流
れ
」と
題
し
て
説
明
し
た
。

社
保
で
の
縦
覧
点
検
で
は
７
か

月
間
の
請
求
の
整
合
性
、
傾
向

が
比
較
さ
れ
、
国
保
に
つ
い
て

も
そ
ろ
そ
ろ
始
ま
る
と
報
告
。

　

特
に
Ｐ
治
療
に
お
い
て
定
期

的
な
リ
コ
ー
ル
と
み
な
さ
れ
る

と
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
が
再
ス
ケ
ー

リ
ン
グ
に
査
定
さ
れ
，
初
診
は

再
診
に
、
さ
ら
に
査
定
・
返
戻

が
多
く
な
る
と
審
査
区
分
が
Ａ

区
分
（
要
注
意
）
に
ラ
ン
キ
ン

グ
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

い
っ
た
ん
リ
コ
ー
ル
が
疑
わ
れ

る
と
根
治
の
任
意
中
断
の
ケ
ー

ス
で
も
初
診
は
再
診
に
、
感
根

処
は
貼
薬
な
ど
徹
底
し
て
査
定

さ
れ
る
と
説
明
。
納
得
い
か
な

い
査
定
は
再
審
査
請
求
を
す
べ

き
で
あ
り
、
対
策
と
し
て
は
①

Ｐ
病
名
の
み
実
日
数
一
日
で
終

わ
ら
せ
ず
、
歯
周
病
検
査
２
の

ア
ポ
を
取
り
１
回
で
終
わ
ら
せ

な
い
、
②
再
初
診
の
期
間
を
一

定
に
し
な
い
、③
Ｓ
Ｐ
Ｔ
移
行
、

④
再
診
Ｓ
Ｒ
Ｐ
、
⑤
Ｐ
以
外
の

病
名
併
記
を
す
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
協
会
副
理
事
長
の

川
村
雅
之
先
生
が
「
個
別
指
導

の
現
状
―
日
頃
か
ら
カ
ル
テ
記

載
の
充
実
を
―
」
と
題
し
て
説

明
し
た
。

　

カ
ル
テ
と
は
診
療
の
内
容
と

診
療
の
正
当
性
を
証
明
す
る
も

の
で
重
要
な
医
療
行
為
の
記
録

文
書
で
あ
る
こ
と
、「
患
者
中

心
の
医
療
」
の
証
明
で
あ
り
、

「
カ
ル
テ
開
示
」
も
当
た
り
前

の
時
代
で
あ
り
、
誰
が
見
て
も

わ
か
る
カ
ル
テ
記
載
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

任
せ
に
せ
ず
、
算
定
要
件
を
よ

く
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
な
ど
の
解
説
が
あ
っ
た
。

　

特
に
最
近
は
歯
科
技
官
が
重

要
視
し
て
い
る
「
第
三
者
が
見

て
も
わ
か
る
カ
ル
テ
」、
大
学

教
育
で
も
診
療
経
過
をSO

AP

方
式
で
記
載
す
る
方
法
が
主
流

と
な
っ
て
い
る
。

　

SO
AP

方

式

と

はS

―

淡
路
市
・
元
津
歯
科
・
元
津 

敏
文

淡
路
歯
科
会
員
懇
談
会
　
参
加
記

審
査
・
指
導
の
現
状
を
学
ぶ冒頭に高田淡路支部長があいさつ、参加者は

予定時間を越えて活発に質疑応答を交わした
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３

減点事例や算定方法などご相談ください
納得のいかない減点事例や、レセプトの記載、算定方法など、保険請

求に関するご相談を受け付けています。困ったことがあれば、悩まず

すぐにご連絡を。

お問い合わせは、℡ 078-393-1803

兵庫県保険医協会まで

Subjective

（
患
者
の
訴
え
）、

O
―O

bjective

（
術
者
が
診
た

所
見
）、A
―Assessm

ent

（
Ｓ

と
Ｏ
に
対
す
る
術
者
の
判
断
）、

P

―Plan

（
患
者
へ
の
説
明
や

治
療
方
針
）
で
あ
る
。

　

そ
の
他
難
抜
の
定
義
の
確

認
、
算
定
時
の
PC
入
力
法
の
工

夫
、技
工
指
示
書
の
記
載
事
項
、

歯
管
算
定
時
の
記
載
事
項
、
補

診
算
定
時
、
６
歯
以
上
ブ
リ
ッ

ジ
時
の
サ
ベ
イ
ヤ
ー
を
用
い
て

模
型
上
で
の
平
測
等
の
記
載
を

適
切
に
す
る
こ
と
、
集
団
指
導

か
ら
始
ま
る
各
種
指
導
に
つ
い

て
の
注
意
事
項
の
説
明
が
あ
っ

た
。

　

最
後
に
参
加
者
の
自
己
紹
介

と
合
わ
せ
て
活
発
な
質
疑
応
答

が
あ
り
、
予
定
時
間
を
超
過
し

て
終
了
し
た
。

　淡路支部では７月 25 日、洲本市総合福祉会館で職員接遇研修会を

開催、医師、スタッフなど 24 人が参加した。今回は、マネジメン

トコンサルタントの松田幸子先生を講師に迎え、「これだけは押さえ

たい 患者接遇の基本～クレーム対応も含めて」をテーマに講演した。

参加者はグループごとに実践も交え楽しみながら学んだ。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
表
現
し
よ
う

職
員
接
遇
研
修
会
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医師・歯科医師・薬剤師・メディカルスタッフの交流企画 
 

  兵 庫 県 第２４回 日常診療経験交流会 保険医協会 

＜メインテーマ＞ 

それでも医療は続く 
～地域連携の「しわよせ」と「しあわせ」～  

日  時  １０月２５日(日)１０時～１７時 

会  場  神戸市産業振興センター （ＪＲ神戸駅南へ徒歩７分）�

  

◇分科会（10 時～14 時頃）ﾒｲﾝﾃｰﾏ関連、日常診療、在宅医療、病診連携等の各種演題発表  

◇救急フェスタ ＣＰＲ講習会（13 時～14 時 30 分・申込裏面）    

◇薬科部コーナー 生薬試飲コーナー「桂枝湯」（薬剤師が生薬を煎じます） 
 

◇県下特産品コーナー お土産としてお持ち帰りいただきます 
 

◇展示コーナー ポスターセッション、医院新聞、文化部作品展、 
 

 

川柳作品展、情報ﾈｯﾄﾜｰｸ展、東北被災地物産展など  

◇特別講演（15 時～17 時） 

「不要な薬を減らすには～ポリファーマシー対策について」 
神戸大学医学部附属病院薬剤部長、 平井みどり 先生 
神戸大学大学院医学研究科薬剤学分野教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ご略歴】74 年京都大学薬学部卒業、75 年神戸大学医学

部入学・85 年卒業、同年同大学院医学研究科博士課程入

学、90 年修了、同年４月神戸大学医学部附属病院薬剤部

文部技官、同年８月京都大学医学部附属病院薬剤部文部

教官助手、95 年４月神戸薬科大学助教授、02 年 10 月同

教授、07 年３月神戸大学医学部附属病院教授・薬剤部長

 超高齢化社会を迎え、高齢者特有の疾患対策が喫緊の課題となっている。複数の疾患を持つことが一般
的になっている高齢者の場合、いきおい処方薬の種類も増加する。ポリファーマシーとは、一般的には使
用薬剤が多いことを指すが、それ以外にも潜在的に不適切な処方が含まれていること、同効薬が重複して
いること、本来使用されるべき疾患に対して必要な薬剤が処方されていないことも定義として挙げられて
いる。では、何剤以上をポリファーマシーというか、については決まったルールはないが、米国では５剤
を越えると処方を検討することを勧める場合が多い。日本老年医学会では、高齢者の薬物治療に関するガ
イドラインを策定しており、パブリックコメントを経て近々に発表されることが期待されている。 

ポリファーマシーによって生じる問題点として、薬物有害反応の増大、薬物相互作用の増加、アドヒア
ランスの低下と残薬、医療費の増大、死亡率の上昇が挙げられている。昨今では残薬による医療費圧迫が
特に話題に上っており、医薬品の適切な使用と管理について薬剤師の活用が望まれている。 【平井 記】 

 

〈お申し込み用紙、お問合せは協会事務局 電話 078－393－1803、FAX 078－393－1802 まで〉 


